
款 項 目

2 1 7

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 13,714 0 0 0 13,714 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

市制70周年記念 9,898 0 0 0 9,898 100%

秘書事務 3,816 0 0 0 3,816

事業内容

●秘書事務
・各課や諸団体から依頼のある行事等について、市長、副市長が滞りなく行事等に出席しその職務を
遂行できるよう日程を調整、管理するとともに、適切な資料を提供する。
（市長、副市長の交際・慶弔に関しての事務と随行、各種会議での議案・要望内容の検討や作成の補
佐、原稿依頼管理、決裁日程調整等）
・栄典に関する推薦、自治功労者について把握し功績の顕著なものを表彰することによって市の自治
の振興を促進する。（叙勲推薦・受取事務、表彰、商工会議所と共催で実施する新年交礼会・叙勲褒
章受章者祝賀会の開催等）

●市制70周年記念
・市制70周年に向け、一般表彰者及び自治功労者の対象者を把握し、表彰式の準備を行う。
・令和6年発刊に向け、市勢要覧を作成する。

●主な予算の内訳
・普通旅費、特別旅費　　　　　　　　　　　　　　　　　1,083千円
・全国市長会分担金、愛知県市長会負担金　　　　　　　　　690千円
・市制70周年記念　市勢要覧作成委託料、印刷製本費　　　7,934千円

事業の目標

●市長・副市長スケジュール管理、資料作成
・円滑な職務遂行のための日程調整、行催事主催者との連絡調整を行う。
・西尾張ブロック九市市長会議、愛知県市長会議等に必要な各種調整を行う。
●栄典や表彰に関する事務
・地方自治功労者の叙勲推薦を行い、市内の叙勲・褒章受章者を祝う場を設ける。
・表彰条例に基づく自治功労者の表彰を行う。
●市制70周年に向けた取り組み
・表彰条例に基づき、一般表彰者及び自治功労者の対象者を把握し、表彰式の準備を行う。
・市勢要覧を作成する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

秘書企画費 68

施策事業名 秘書事務

事業目的
市長、副市長がその職務を円滑に遂行できるようスケジュール管理や資料作成を行うとともに、栄典
や表彰に関する事務を行い、市政運営の円滑化を図る。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 経営部

課　名 企画広報課
予算書(P)目名
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令和５年度　予算説明書

予算 部局名 経営部

課　名 企画広報課
予算書(P)目名

秘書企画費 68

施策事業名 企画政策

事業目的
河川空間の活性化、総合教育会議等の企画政策に係る事業を実施する。
第６次犬山市総合計画、第２期いいね！いぬやま総合戦略の進捗管理を行うとともに、地方創生関係
交付金の活用及び交付対象事業の進捗管理を行う。

事業内容

●主な事業内容
　○企画政策
　・企画政策分野における研究・調整等の推進
　・木曽川沿いを中心とした河川空間の活性化（栗栖地区）
　・野縁公苑利活用の推進
　・総合教育会議
　・地方創生関係交付金等の活用
　・企業版ふるさと納税の活用　など

　○総合計画
　・総合計画、総合戦略等の進捗管理（毎年）

●主な予算の内訳
　○企画政策
　・企画調整支援業務委託料　　　　　　　　　308千円
　・企業版ふるさと納税関連業務委託料　　　　110千円
　・地域活性化センター負担金　　　　　　　　140千円
　○総合計画
　・総合計画審議会委員報酬　　　　　　　　　 94千円

事業の目標

○企画政策事務
・各種企画政策事務を適切に実施する。
○総合計画
・第６次犬山市総合計画、（第２期）いいね！いぬやま総合戦略等の進捗管理を通じて、総合計画に
掲げる「まちの将来像」の実現に寄与する。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

81%

総合計画 207 0 0 6 201 97%

企画政策事務 1,222 237 0 0 985

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 1,429 237 0 6 1,186 83%

 - - - - - - 
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Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 146 0 0 0 146 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

平和施策推進 146 0 0 0 146

事業内容

●主な事業内容
　・平和祈念パネル展の開催(市庁舎ロビー、市立図書館、名古屋経済大学図書館、キャスタ）
　・市内小学校２校を対象に、平和祈念パネル展と戦争体験者による講話会の開催
　・現在加盟している平和首長会議および日本非核宣言自治体協議会を通じて情報収集を図りつつ、
　　核兵器の廃絶と恒久平和の実現に向けた資料提供や情報発信など関係機関との連携を進める。

●主な予算の内訳
　・平和講話会講師謝礼　　　　　　　　　　　　　　　　　23千円
　・印刷製本費(啓発用文具名入れ)                    　  29千円
　・日本非核宣言自治体協議会負担金　　　　　　　　　　　60千円

事業の目標 戦争の悲惨さや平和の重要性を幅広く伝え、平和の大切さを市民に認識してもらう。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

秘書企画費 70

施策事業名 平和施策推進

事業目的
平和都市宣言に基づき、学校と連携した平和学習の充実など平和活動を推進し、戦争の悲惨さ、平和
の尊さを次世代に伝える。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 経営部

課　名 企画広報課
予算書(P)目名
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秘書企画費 70

施策事業名 移住定住

事業目的
犬山市内外に住んでいる人に、「住むまち」としての犬山市の魅力を発信（シティプロモーション）
し、移住・定住促進につなげる。

事業内容

●主な事業内容
・犬山市内外に住んでいる人に、「住むまち」としての犬山市の魅力を発信する
　移住特設webサイトの作成
　上記webサイトへ誘導するための情報発信
　市外イベントにおけるPR　など
・移住定住に成功している自治体の調査・研究

●主な予算の内訳
・犬山市PR媒体印刷　　　　　　　　　　　　308千円
・シティプロモーション支援業務委託料　　3,080千円

事業の目標
犬山市が「住み続けたい」、「住んでみたい」と思ってもらえるよう、犬山市の「住むまち」として
の魅力を発信し、犬山市への移住定住を促進し、人口減少や少子高齢化の抑制を目指す。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

13%

 - - - - - - - 

移住定住 3,704 1,694 0 1,540 470

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

合計 3,704 1,694 0 1,540 470 13%

 - - - - - - 
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Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

- 

合計 52,920 0 0 10,415 42,505 80%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

広報板管理 1,194 0 0 0 1,194

89%

広報紙作成 47,482 0 0 9,935 37,547 79%

広報広聴事務 4,244 0 0 480 3,764

事業内容

●主な事業内容
　○広報広聴事務
　・広報紙だけでなくSNS、動画、チラシ、ホームページ等を活用し、情報をもっとわかりやすく
    的確なタイミングで発信する。
　・市民相談に女性固有の悩みを相談しやすいように女性相談員を設置するとともに、電子メールや
　　広聴カードの設置などを行うことで広く市民の相談ニーズに対応する。
　・タウンミーティング等を通じて幅広く市民から寄せられた意見、提案を政策形成に生かす。
　○広報紙作成
　・広報紙を月２回から１回発行とフルカラーに刷新。見やすい紙面に変更し市民サービスの
　　向上を図る。
　・配達方法を町内会から民間業者による全戸配達へ変更し、配達できていなかった未加入世帯へ
　　配布するとともに、配布にかかる町内会の負担を軽減する。
　○広報板管理
　・広報板は、市政情報を伝えるため、各町内会に設置しその維持管理を行う。
●主な予算の内訳
　・印刷製本費（広報犬山印刷費）　　　　　　　　　　　　　21,120千円
　・行政文書配達委託料（広報犬山等各戸配布委託料）　　　　26,362千円
　・ホームページ管理運用システム使用料　　　      　　　　 1,833千円

事業の目標

○広報広聴事務
　・独自性のある事業を適切なタイミング・手法で、分かりやすく発信している。
　・市民相談、各種相談が適切に運営され、悩みごとや心配ごとの窓口となっている。
○広報紙作成
　・関係課、関係機関との調整を行い、広報紙を確実に編集・発行する。
○広報板管理
　・町内会の要望に対し必要性を精査し、広報板の設置、改修、撤去を行う。

財源内訳
一般財源
の割合

事業名
国県支出金 地方債 その他 一般財源

予算額

文書広報費 80

施策事業名 広報広聴

事業目的 市政情報を分かりやすく発信し、市民と行政の情報共有を促進する。

令和５年度　予算説明書

予算 部局名 経営部

課　名 企画広報課
予算書(P)目名


